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職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

第38 回 日本職業・環境アレルギー学会の開催にあたって

第38 回日本職業・環境アレル ギー学会を、2007 年 ７月13 日（金）～14 日（土）

の２日間、熊本県医師会館を会場として開催 させていただきます。

本学会は、1970 年に発足した職業アレルギー研究会を源流に、1993 年に日本職業

アレルギー学会、2002 年に職業・環境アレルギー学会と名称を改めながら、職業性

アレルゲンだけでなく環境中アレルゲンによって引き起こされる疾患の臨床医学的

側面と基礎・社会医学的側面を包括的にとらえることの出来る学際的な学術団体とし

て、長い伝統を築いてきました。

アレルギーは、作業と生活の現場に発生す るアレルゲンを起因 として発症する典型

的な環境性疾患で、本疾患の本態の解明と予防対策の確 立は、環境の世紀といわれる

21 世紀の最も重要な課題のひとつであり、本学会の果たす役割は、ますます大きく

なってくるものと思われます。

今回の学術集会においては、これまで蓄積されてきた職業・環境アレルギーに対す

る臨床的・基礎的知見を基盤 に、これからの快適な作業 と生活環境を実現す るための

臨床・環境医科学の方向性について検討する場を提供したいと考え、「職業 ・環境ア

レルギーの予防と治療に対する新たな展開」をメインテーマに掲げました。

その見地から、基礎医学的側面として、大槻剛己先生（川崎医科大学）を座長に、

特別講演「感作性物質の産業・環境医学的アプローチ」を、臨床的側面として、興椙

博次先生（熊本大学）、浅井貞宏先生（サン・レモ　 リハビリ病院）を座長に、シン

ポジウム「職業・環境アレルギーの治療 と予防に関する新たな戦略」を企画いたしま

した。特別講演は、青山公治先生（鹿児島大学）、 と山下邦彦先生（ダイセル化学工

業）にご講演い ただきます。シンポジ ウムでは、座長のお 二方とともに、土橋邦夫先

生（群馬大学）、柴田留美子先生（国立病院機構福岡病院）、福山　聡先生（九州 大学）

にご登壇いただきます。いっぽう、環境性疾患として医学的にも社会的にも大きな問

題 となりつつあるシックハウス症候群について、原　 邦夫先生（久留米大学）を座長

に、基礎医学的側面から原田幸一先生（熊本大学）に、臨床的側面から坂部　貢先生

（北里大学）にご講演いただく特別講演を企画いたしました。この講演は、本症に悩

んでおられる市民の方々にも呼びかけたいと思ってい ます。

また、一般演題には、演題数は少ないものの、作業と生活の現場に即したアレル ギ

ーの臨床と基礎の完成度の高い研究報告 が寄せられました。座長は､ 中島重徳先生（近

畿大学）、宇佐神篤先生（凍E海花粉症研究所）です。

学会長　 上田は、基調講演の意味をこめて、「アレルゲンに対するリスクマネージ

メントの新たな展開」を、本学会理事長　 中渾次男先生（群馬大学）の座長のもと講

演させていただきます。

このように、私どもの思いを十分に詰め込んだプロ グラムを企画す ることが出来ま

した。演者と座長の先生方はじめ、学会員の皆様のご協力、ご支援、大変ありがとう

ございました。本学会総会が参加者のご満足を得て終了することが出来ます よう、私

ども一同、がんばって学会運営を進めて ゆく所存でございます。

最後に、本学会総会のご後援をいただいた熊本県医師会、開催にあたり多大なご支

援をいただいた企業の皆様に心からお礼申し上げます。

平成19 年 ７月吉日

第38 回日本職業・環境アレルギー学会

会長　上田　厚
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職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

お知らせとお願い

●参加者の皆様へ

1.受付は２日間共に学会会場入り口（熊本県医師会館２階）で行います。
受付で手続きの上、会場内では常に名札をつけてください。

2.参加費は一般10,000 円、学生（大学院生）、一般市民の方は無料です。

3.本学会は、日本アレル ギー学会認定医・認定専門医業績単位（発表3、

参加4）が認められています。

＊日本職業・環境アレルギー学会は、日本アレルギー学会認定医・認定
専門医制度における認定学会・研究会・講習会から関連学会に認定さ

れました。（下記表参照）

関　連　学　会 発　表　者 出　席　者

日本臨床免疫学会

日本小児アレルギー学会

日本リウマチ学会

日本耳鼻咽喉科免疫 アレルギー学会

日本職業・環境 アレルギ ー学会

日本小児難治喘息 ・アレルギー疾患学会

日木鼻科学会

日本皮膚アレルギー学会

日本接触皮膚炎学会

日本臨床眼科学会

日韓アレ ルギーシンポジウム

American Academy of A11ergy Annua1 Meeting

European Academy of A11ergy Annua1 Meetin9

日本呼吸器学会

３ ４

＊第38回本学会は次のとおり、日医認定産業医研修として認められました。

7月13 日（金）
学会長講演「アレルゲンに関するリスク　　　　 （生涯専門１単位）

マネージメント」

7月14 日（土）
シンポジウム「職業・環境アレルギーの治療と　（生涯専門２単位）

予防に関する新たな戦略」

ｎ
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● 一般演題口演者の皆様へ

一般演題の口演時間は、発表10 分、討論 ５分です。時間厳守でお願いいたします。

1. ご発表は、WindoｗｓのPoｗｅｒ Point データにてお願いします。バージョンはPoｗｅｒ

Point 2000， 2002，2003 です。

2.PC 画面の枚数に制限はありませんが、スクリーンは一面です。発表用のデータ（CE卜R

もしくはUSB ）は、口演時間の１時前までに受付に提出してください。

3. その他は、座長の指示に従ってください。

4.15 分前までに次演者席にご着席ください。

●　 特別講演 ・シンポジ ウムの演者の皆様へ

1. 特別講演の時間枠は、１演題60 分です。

2. シンポジウムは、おひ とりの口演時間は、20 分程度でお願いします。

3. ご発表は、Windo ｗｓ Poｗｅｒ Point デー タにてお願いします。バージョンはPo ｗｅｒ Point

2000 ，2002 ，2003 です。

4.PC 画面の枚数に制限はありませんが、スクリーンは一面です。発表用 のデ ータ（CD-R も

しくはUSB ）は、口演時 間の１時前までに受付に提出してください。

5. その他は、座長 の指示に従ってください。

6.15 分前までに次演者席にご着席ください。

●

1.

2.

座長の先生方へ

15 分前までに、次座長席にご着席ください。

特別講演については、１・２および３・４をまとめて時間内に終了するようお取り計らい

お願いします。

3｡ シンポジウムは、全体の時間枠２時間30 分の範囲で自由に進行をお願いします。

Ⅲ
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第38回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会に
参加される皆様へ

1｡会場について

第38回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会は、熊本市の
熊本県医師会館「２階　講堂」で開催されます。
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熊本県医師会館　２階：熊本市花畑町1-１３
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職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

2｡第38 回日本職業・環境アレル ギー学会総会・学術大会の参加費について

参加費は、一般10,000 円、学生、一般市民の方は無料です。

学生の方は、当日学生証を提示してください。

受付にて、領収書、参加証（ネームプレート）をお受け取りください。

ネームプレートには、ご芳名、ご所属をご記入の上、ご着用お願い致します。

受付は、7月13 日（金）は、午後12時より、14日（土）は午前8時45分より

開始いたします。

3｡日本職業・環境アレルギー学会への入会・年会費の支払いについて

当日、会場に日本職業・環境アレルギー学会事務局は、特に設けません。

本学会に入会をご希望される方は、後日下記事務局までお申込下さい。

また、学会当日に年会費の支払もお受けできませんので、ご了承下さい。

なお、日本職業・環境アレルギー学会への入会・年会費（5,000円）の

支払は随時可能です。詳しくは日本職業・環境アレルギー学会事務局

でお問い合わせ下さい。

学会事務局：　群馬大学医学部保健学科内
日本職業・環境アレルギー学会事務局

〒371-8514　前橋市昭和町3-39-15

TEL ＆FAX 027-220-8944

4｡昼食について

熊本県医師会館内にはレストランはございません。近辺のレストラン、

または交通センター等をご利用下さい。

4｡懇親会について

第１日目終了後、「ＫＫＲホテル熊本」にて懇親の場を設けさせていただき
ます。会費は、学会参加費（10,000円）に含まれています。学生、一般市民
の方で懇親会参加ご希望の方は、3,000円お支払下さい。

VI
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第38 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

及び関連行事

第38 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

会　期:2007 年７月13 日(金)・14 日(土)

会　場：熊本県医師会館　２階　講堂

〒860-0806　熊本市花畑町　1-13

TEL　096-354-3838

編集委員会

日時:2007 年７月13 日（金）9:30 ～10 : 00

会場：熊本県医師会館　６階　会議室

理 事 会

日時:2007 年７月13 日（金）10 : 00～11 : 00

会場：熊本県医師会館　６階　会議室

評議員会

日時:2007 年７月13 日（金）11 : 00～12 : 00

会場：熊本県医師会館　２階　講堂

学術大会

日時:2007 年７月13 日（金）12 : 55～17 : 00

日時:2007 年７月14 日（土）9:00 ～15 : 30

会場：熊本県医師会館　２階　講堂

総 会

日時:2007 年７月13 日（金）17 : 00～17 : 30

会場：熊本県医師会館　２階　講堂

懇 親 会

日時:2007 年７月13 日（金）

会場：ＫＫＲホテル熊本

－Ⅶ

19 : 00 ～21 : 00
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時間

9:30

10:00

11:00

12:00

12:55

13:00

(50 分)

14:00

(50 分)

15:00

(50 分)

16:00

(60 分)

17:00

(30分)

19:00

第一日目　７月１３日(金)

編集委員会

理事会

評議員会

日 程 表

時間
-
8:45

9:00

(60分)

10:00

(50 分)

11:00

(50 分)

一般受付開始

開会の辞
匡 夏祠

○アレルゲンに対するリスクマネージメント

上田 厚

座長:中渾 次夫

｢i 聶i ‾1

0 感作性物質の産業一環境医学的アプローチ

1: 感作性物質の分類について

青山 公治

2: 感作性評価のための動物試験について

山下 邦彦

座長:大槻 剛巳

｢三加舜 ¬

‾‰Tこ こ

に峠ｺ

情報交換懇親会

12:00

13:00

(150 分)

15:30

一 一 一

第二日目　７月１４日(土)

一般受付開始
[三 璽 瞬]

セッション２(５－８)

座長:宇佐神 篤
｢ 細 面i ¬

○シックハウス症候群の臨床環境

医学的アプローチ

3: シックハウス症候群に対する

臨床的アプローチ

坂部 貢

4: シックハウス症候群に対する

環境医科学的アプローチ

原田 幸一

座長:原 邦夫

昼休み

｢ 匹 匹

○職業一環境アレルギーの治療と

予防に関する新たな戦略

座長: 興椙 博次

浅井 貞宏

1.興椙 博次

2.土橋 邦夫

3.柴田 留美子

4.福山 聡

5.浅井 貞宏

閉会の辞

場所：ＫＫＲホテル熊本



第１日目

開会の辞　12
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職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

第38 回日本職業・環境アレルギー学会プログラム

７月13 日（金）

55 ～13 : 00

牡 縦 ［ 匹 亘 四

○アレルゲンに対するリスクマネージメントの新たな展開

上田　厚（熊本大学大学院医学薬学研究部）

座長　中渾次男（群馬大学医学部）

○感作性物質に対する産業 一環境医学的アプローチ

座長　大槻剛己（川崎医科大学）

1｡ 感作性物質の分類について

青山公治（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科）

2. 感作性評価のための動物試験について

山下邦彦（ダイセル化学工業　評価解析センター主席研究員）

般演題　セッション1　16:00 ～17 :

座長　中島重徳（近畿大学医学部）

1｡ 人工爪によるアレルギー性接触皮膚炎の１例

○皆本景子犬 原田幸－2)、大森昭子1)、魏長年1)、上田厚1)

1)熊本大学大学院医学薬学研究部環境保健医学分野、2)熊本大学医学部保健

学科

2. 食餌依存アスピリン誘発アナフィラキシーと思われる１例

○渡退直人2)1)、牧野荘平3)、福田　健1)

1)褐協医科大学呼吸器・アレルギー内科、2)聖マリアンナ医科大学呼吸器・感

染症内科、3)東京アレルギー疾患研究所

3. 当センターにおける免疫学的血清診断法( 沈降抗体反応) による過敏性肺臓

炎121 症例の原因抗原に関する検討

○押方智也子、釣木渾尚実、有藤明美、粒来崇博、谷本英則、福冨友馬、小

野恵美子、関谷潔史、大友守、前田裕二、森晶夫、長谷川員紀、谷口正実、

安枝浩、秋山一男

国立病院機構相模原病院 臨床研究センター

－Iχ －
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4｡ 大学施設を対象とした化学物質による室内空気汚染の対策に関する研究一耐

震改修工事前後における健康影響調査

○原田 幸－1)、上田 厚2)、魏 長年3)、野口 ゆかり4)、長谷川 麻子5)

1)熊本大学医学部保健学科、2)熊本大学大学院医学薬学研究部、3)熊本大学政策

創造教育研究センター、4)九州大学医学部保健学科、5)熊本大学大学院自然科

学研究科

総会　17 : 00～17:3

第２日目　７月１４日（土）

一般演題　セッション２　９：００～１０：０

座長　宇佐神　 篤（東海花粉症研 究所）

1｡ 珪 肺 症 例 末 梢 血 ＣＤ４＋25 十分 画 に お け る Ｆａｓ分 子 発 現

林 宏 明1) 、 前 田恵1) 、 村 上 周 子1) 、 西 村 泰 光1) 、 草 加 勝 康2) 、 ０ 大 槻 剛 巳1)

1) 川 崎 医 科 大 学 衛 生 学 、2) 草 加 病 院

2. ス ギ 花 粉 ア レ ル ゲ ン Ｃｒｙj l お よ びJ ｕｎ ａ１ に 結 合 す る 糖 タ ン パ ク 質 糖 鎖 の 構

造 特 性 と 免 疫 活 性

○ 前 田　 恵1) 、 岡 野　 光 博2) 、 木 村　 吉 伸3) 、 大 槻　 剛 已1)

1) 川 崎 医 科 大 学 衛 生 学 、2) 岡 山 大 学 大 学 院 医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 、3) 岡 山 大 学

大 学 院 自 然 科 学 研 究 科

3. ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 に 罹 患 し て い る 兄 弟 患 児 の 食 物 と 室 内 抗 原 に 対 す る ア レル

ギ ー 反 応 の 相 違

○ 辻　 真 弓1) 、 郡 山　 千 早2) 、 加 藤　 貴 彦1) 、 秋 葉　 澄 伯2)

1) 熊 本 大 学 大 学 院 医 学 薬 学 研 究 部 公 衆 衛 生 ・ 医 療 科 学 分 野 、2) 鹿 児 島 大 学 大

学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科 疫 学 ・予 防 医 学 分 野

4. 大 気 ｍｉｃｒｏ Ｐａｒticle-lnd ｕｃｅｄ Ｘ-ｒａｙ Ｅｍｉｓｓｉｏｎ に よ る ア ス ベ ス ト 肺 に 含 ま れ

る ア ス ベ ス ト 金 属 の 解 析

○ 松 崎 晋 一1) 、 清 水 泰 生1) 、 土 橋 邦 生2) 、 草 壁 孝 彦3) 、 長 嶺 竹 明3) 、 及 川 将 一

4)、 神 谷 富 裕5) 、 佐 藤 隆 博5) 、 芳 賀 潤 二5) 、 大 久 保 猛5) 、 石 井 保 行5) 、 荒 川 和 夫

5)、 森 昌 朋1)

1) 群 馬 大 学 医 学 部　 病 態 制 御 内 科 、 呼 吸 器 ア レル ギ ー､2) 群 馬 大 学 医 学 部 保 健

学 科､3) 群 馬 大 学 医 学 部 保 健 学 科 、２１ 世 紀 ＣＯＥ プ ロ グ ラ ム ご) 群 馬 大 学 ２１

世 紀 ＣＯＥ プ ロ グ ラ ム 、 日本 原 子 力 研 究 開 発 機 構､5) 日 本 原 子力 研 究 開発 機 構

χ－



○シックハウス症候群の臨床環境医学的アプローチ

座長　原　邦夫（久留米大学医学部）

職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

3｡ シックハウス症候群に対する臨床的アプローチ

坂部　貢（北里大学薬学部）

4. シックハウス症候群に対する環境医科学的アプローチ

原田幸一（熊本大学医学部）

シンポジウム　13 : 00～15:3

0 職業・環境アレルギーの治療と予防に関する新たな戦略

座長　興椙博次（熊本大学大学院医学薬学研究部）

浅井貞宏（サン・レモ　リハビリ病院）

1｡ イントロダクション：職業・環境アレルギー診療の問題点

興椙博次（熊本大学大学院医学薬学研究部）

2. コンニャク喘息

土橋邦夫（群馬大学医学部）

3. ラテックス、食物アレルギー

柴田留美子（国立病院機構福岡病院）

4. アレルギーの細胞内情報伝達機構とその制御

福山　聡（九州大学大学院付属胸部疾患研究施設）

特別発言　職業一環境アレルギー医学の展望

浅井貞宏（サン・レモ　リハビリ病院）

閉会の辞　15 : 30～

XI
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学会長講演

｢アレルゲンに対するリスクマネージメントの新たな展開｣

講演 熊本大学大夕翔完医学薬俘と研究部環境保健医学分野教授 上田 厚

座長 群馬大学医学部保健学科教授　中滓次男



職業・環境アレルギー誌　15(Ｄ 2007

学会長講演

アレルゲンに対するリスクマネージメントの新たな展開

熊本大学大学院医学薬学研究部

環境保健医学分野　上田　厚

アレルギーは、作業や生活環境に特定のアレルゲンが存在し、それに曝露されるこ

とによって発症する典型的な環境性疾患である。現行の産業は、そ れぞれ、多様な作

業や生産工程を有し、多様な化学物質が導入 されてい るが、その中から、特定のアレ

ルゲンに暴露される作業環境が出現し、その作業に従事することにより発症す る職業

性アレルギーの事例が報告されている。それらは、特定のアレルゲンに対する生体の

免疫反応により発症することが確かめられているが、一人ひとりに見られるアレルギ

ーの病態像は、それぞれが受ける職業性曝露の様態や、背景となる生活環境やライフ

スタイル、体質が異な り、同一のアレルゲンや作業により引き起こされるアレルギー

病態は固定されたものではなく、人によって多彩である。したがって、職業性アレル

ギーの対策は、作業場に見られるアレルゲンにのみ目を向けるのではなく、日常生活

環境やライフスタイルについて、それがどのようにそれぞれに出現するアレル ギーを

修飾しているのか、正確に把握しながら進めてゆかなければならない。この中で、ア

レルギー好発職場とアレルギー症例の早期の把握、感作性物質のリスト化とその感 作

性の簡便で正確な評価が、現場に即した有効な衛生工学的対策と健康管理対策を確立

するた めに緊急の課題である。

そのような見地から、私は、産業・環境化学物質の、アレルギー発症の危険に対す

る早期の予知、反応予測に対す る疫学的、実験的手法の確立、感 作性評価のための実

験系の開発とそれによる量一反応関係の検出、これらの一連のプ ロセスに基づく衛生

工学的対策と健康（アレルギー疾患）管理対策にいたる、６つのステップから構成 さ

れる包括的系統的アレルギー予防管理システムの開発、提案してい る。

現在提案されてい るリスクマネージメントシステムは、このような系統的システ ム

を支える基盤となる枠組みとして有用である。リスクマネージメントシステムは、リ

スク研究、リスク評価、リスク管理で構成されている。リスクコミュニケーションは、

これを社会システムとして機能するために必要な概念である。このリスク管理の概念

は、私の提唱する、感作性物質の包括的系統的予防管理システ ムに反映されてい る。

また、これを具体的に進める手段が、2003 年国連勧告として提案された 「ｲﾋ学品

の分類および表示に関する世界調和システ ム（ＧＨＳ）」である。 ＧＨＳ とは、化学品の

危険有害性ごとの各国の分類基準およびラペ ルや安全データシートの内容 を調和 さ

せ､世界的に統一したルールとして提供するシステ ムである。わが国においては、2006

年から、ＧＨＳに準拠したラベルの貼付やMSDS の交付を義務付けた改正労働安全衛

生法が施行されている。

感作性物質は、ＧＨＳが規定する危険有害性の分類の中で、【呼吸器感作性または皮

膚感作性】として取り扱 われている。現在、日本産業衛生学会許容濃度委員 会は感 作

性物質に関する小委員 会を組織し、ＧＨＳ を視野に入れた感作性物質のリストを作成

する作業を進めている。

私たちは、感作性物質に対す る予防管理対策を、このような国際的に統一 された基

準と調和させて進めてゆく必要かおる。

１
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特別講演

｢感作吐物質の産業・環境医学的アプローチ｣

座長 川崎医科大学衛生学講座教授 大槻剛巳

1. 感作|生物質の分類について

講演 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科人間環境学講座講師 青山公治

2. 感作|生評価のための動物試験について

講演　ダイセル化学工業 評価解析センター主席研究員　山下邦彦

｢シックハ ウス症候群の臨床環境医学的アプローチ｣

座長 久留米大学医学部 原 邦夫

3｡ シックハウス症候群に対する臨床的アプローチ

講演 北里大学薬学部 坂部 貢

4. シックハウス症候群に対する環境医科学的アプローチ

講演 熊本大学医学部 原田幸一



職業・環境アレルギー誌　15( Ｄ 2007

感作性物質の産業・環境医学的アプローチ

感作性物質の分類について

青山公治

鹿児島大・医歯学総合研究科・環境医学

特別 講演　１

産業現場における化学物質による健康障害の予防には，その毒性情報

は不可欠である．さらに，そこで求められる情報は，複数の学術的根拠

にもとづいて判断された，信頼度の高いものでなければならない．日本

産業衛生学会の許容濃度等委員会は，1998 年に，許容濃度表にアレルギ

ーを起こす物質については，その旨を標示するとともに，別表に，感作

性の確からしさにもとづき感作性物質の分類を示した．第一群は「人間

に対して明らかに感作性がある物質」とし，第二群は「人間に対してお

そらく感作性があると考えられる物質」とした．９年を経た現在，国際

情勢も踏まえ，その感作性物質の分類基準の見直しが必要となった．こ

れまでは，ヒトの症例報告と疫学研究をもとに分類を行ってきたが，予

防医学的には，より迅速に，かつ正確な情報を得ることが必要であり，

動物実験にもとづく証拠の取り扱いについて検討し，分類基準に動物実

験の証拠も導入する方向で見直しを現在行っている．本講演では，それ

らを含め，分類基準の素案を紹介する．まず，感作性物質を気道感作性

と皮膚感作性に分け，感作性の確からしさにもとづいて２群を設定する

点は従来の分類を踏襲する．症例報告と疫学研究の質的基準を現状に即

した基準に改める．皮膚感作性については，ヒトとの高い相関性を示す

動物試験法が確立しているので，それらの試験法を用いた証拠を基準に

組み入れた．気道感作性については，確立した試験法はないが，種々の

喘息惹起物質による動物モデルの報告は多い．そこで今後の動物試験法

の開発促進を意図し，適切であろうと考えられる試験法の手法をガイド

ライン的に提示し，それらにもとづく感作性の証拠を基準として採用す

ることにした．皮膚感作性と気道感作性のこのような状況を踏まえ，そ

れらの証拠の重み付けには差をつけることとし，ヒトにおける症例報告，

疫学研究および動物実験から得られる証拠の有無とその組み合わせによ

り，両感作性物質の分類基準を作成した.

-5-



職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

感作性評価のための動物試験

山下邦彦

ダイセル化学工業株式会社評価・解析センター

特別講演　２

職業現場において、低分子化学物質に起因するアレルギー疾患が報告

されている。新規な構造を有する化合物を開発する際、または各職場に

おいて、新規な化学物質の取り扱いを開始する際には、それらの感作性

を正確に評価し対策を取ることが、職業性アレルギーの発生防止には重

要である。低分子化学物質の皮膚感作性を評価する動物試験の手法とし

ては、従来モルモットを用いたGPMT 法、Bｕehleｒ 法などが各種ガイドラ

インに採択され汎用されてきた。また、最近では、マウスを用いたLoca1

Lymph Node A ｓｓａy(LLNA)が開発され、これまでより短期間に、より定量

的な評価結果が得られるだけでなく、動物愛護の観点からも好ましいこ

とからEU においては皮膚感作性試験の第一選択となりつつある。一方、

気道感作性の動物試験の手法は、主に卵白アルブミン(OVA)、トルエンジ

イソシアネート(TDI)、無水トリメリット酸(TMA) などを用いて種々の手

法が報告されているが、公的に認められた手法はない。我々は、簡便な

LLNA 代替法を開発し、新規化合物の皮膚感作性を定量的に評価し、製品

安全と労働安全衛生に役立てている。また、新規な気道感作性評価手法

についても開発を試み、定量的な評価結果が得られる手法を開発した。

本手法を用いて評価した結果、上記３物質の気道感作誘発ポテンシャル

は、OVA〉TDDTMA の順であり、皮膚感作性物質であるDNCB は気道感作性

を示さなかった。更に我々は、動物試験の結果から新規な化学物質の作

業環境濃度の設定についても試みている。

本講演では、化学物質の感作性評価における動物試験の現状と、動物

試験を活用した、職業アレルギー防止に対する取り組みについて事例を

紹介する。

－6 －
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特別 講演　３

シックハウス症候群に対する臨床的アプローチ

坂部 貢

北里大学薬学部公衆衛生学講座、

北里研究所病院臨床環境医学センター

シックハウス症候群は、特定の居住環境における化学的因子（室内空

気汚染）あるいは生物学的因子（アレルギー等）を原因として生じる環

境起因性健康障害の総称である。ここ数年来、厚生労働省、環境省をは

じめとする公的研究費の増大と産官学の円滑な協力のもと、能率的、論

理的に研究が展開され、基礎医学、臨床医学、薬学、化学、心理学、建

築工学等、それぞれの専門領域で大きな成果が挙げられている。また、

本症の疾患概念の確立および病態解明・診断・治療法に関する産官学共

同による国際シンポジウムの開催等、国際研究交流も盛んになり、その

研究成果には一定の評価が与えられている。　しかしながら、未だ多彩な

愁訴と特に化学的因子との関連性について、未解明な点も多いことも事

実である。

本講演では、まず病態生理に注目し、これまでに国内外で報告された本

症に関する医学的知見を整理、詳細な病態解明に向けた現段階での研究

動向を提示、そしてそれらがどのように臨床の現場で生かされているか

について概説する。即ち、１）シックハウス症候群の概念の整理と確立、

２）発症メカニズムの解明、３）客観的評価法・確定診断法の確立のた

めのバイオマーカーの検討、４）心身医学的要因の検討、５）個人差要

因に関する遺伝学的解析、６）治療・予防法の開発に関する研究等につ

いて、平成17 年度までの厚生労働省研究班の知見をまず総括し、昨年度

から新たに再編成された同研究班の最新動向、今後のあるべき方向性に

ついて、臨床的アプローチを中心にして概説する。さらには諸外国にお

ける病態解明に関する最新の臨床知見・臨床研究の方向性についても触

れ、参加者と率直な意見を交換したいと希望している。

－7
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特別講演　４

シックハウス症候群に対する環境医科学的アプローチ

原田幸一

熊本大学医学部保健学科

1970 年代の中東戦争を契機に石油危機が世界を襲った、そのため

省エネルギー対策の要求が高まり、高気密高断熱建築物の建設が進めら

れた。ところが1980 年代になると、高気密性であるため換気不良と

なり、新建築材料などから放散した化学物質により室内空気が汚染され、

皮膚･ 粘膜刺激症状や不定愁訴などの健康障害があらわれた。欧米では、

これをシックビルディング症候群として問題となった。　日本では、大規

模建築物に対するビル衛生管理法（1970 ）の制定により、シックビ

ル症候群の報告は多くはなかった。　しかし、新築あるいは改装直後の建

築物や高気密高断熱戸建住宅では換気不良により、いわゆるシックハウ

ス症候群の発症が報告された。原因としては、建築材料や建築後に持ち

込まれた家具や調度品他から放散されるホルムアルデヒドや揮発性有機

化合物が取り沙汰された。　しかし、シックハウス即ち、病的住宅の空気

室に存在し、健康に影響するものとしては、調理時の燃焼器具から放散

される炭素酸化物や窒素酸化物、そしてカビ、ダニ、獣毛などのハウス

ダスト、電気製品から放射される電磁波、コンクリートや石材から放散

されるラドンなど、さまざまの環境因子の関与が考えら、化学物質が関

与する症状であると判断するためには、除外診断が必要となる。

一方、微量化学物質による非アレルギー性の過敏状態の発現により精

神・身体症状を示す化学物質過敏症が問題となっている。本症の発症メ

カニズムに関する科学的解明は進んでいない。シックハウス症候群や化

学物質過敏症のいずれの状態であっても患者は、日常生活に障害を来た

し、行動が妨げられる。シックスクールでは登校できないことから教育

の機会均等の原則が損なわれ、シックオフィスであれば就労の機会が奪

われることとなり、基本的人権が保障されない状態となる。

対策としては、健全な室内空気質の確保が求められる。厚生労働省の

室内濃度指針値の設定の結果、ホルムアルデヒドを含まない建材の使用

や、揮発性有機化合物濃度が低減された住宅や建築物が考慮されており、

指針値の設定は、意義あるものとなっている。　しかし、発症者は、ごく

微量の化学物質への曝露で反応しており、発症者の許容出来るレベルま

で空気を清浄にすることが求められる。

以上のことから、「健康空気環境があって、健康生活が確保される。」

ことを念頭において、シックハウス症候群他の室内空気質による健康影

響問題について、環境医科学の観点から概説を試みる。

-8－



シンポジウム

｢職業・環境アレルギーの治療と予防に関する新たな戦略｣

座長 熊本大学大学院医学薬学研究部 興椙博次

サン・レモ　リハビリ病院　　 浅井貞宏

1｡ イントロダクション：職業・環境アレルギー診療の問題点i

講演 熊本大学大戦 医学薬学研究部 賭 博次

2. コンニャク喘息

講演 群馬大学医学部 土橋邦夫

3. ラテックス、食物アレルギー

講演 国立病院機構福岡病院 柴田留美子

4. アレルギーの細胞内情報伝達機構とその制御

講演　九州大学大学院付属胸部疾患研究施設 福山　聡

特別発言 職業・環境アレルギー医学の展望

講演　サン・レモ　リハビリ病院　浅井貞宏



職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

シンポジ ウム　１

イントロダクション：職業・環境アレルギー診療の問題点

興椙博次

熊本大学大学院医学薬学研究部呼吸器内科学教授

アレルギー疾患は、広い視点から考察すれば、環境アレルギーあるい

は職業アレルギーによるものと考えられる。生体においては、外部環境

と内部環境があり、細胞においては、細胞外環境と細胞内環境が存在す

る。

今回のシンポジウムでは、アレルギーに治療と予防を発展させていく

ために、生活環境における抗原のコントロールから細胞内環境における

情報伝達のコントロールまで、アレルギー発症までの幅広い領域をまと

めていただき、職業・環境アレルギー診療の問題点をデスカッションす

ることにした。

呼吸器の分野では、気道系のアレルギーとして、喘息はもちろんのこ

と、アレルギー性気管支アスペルギローシス、咳、過換気症候群、等、

肺胞系疾患としては、急性あるいは慢性過敏性肺炎、薬物性肺炎、好酸

球性肺炎など多くの職業・環境アレルギー疾患が存在する。これらの疾

患の中で、診療上、多くの問題を呈してくるものは、慢性化のためにリ

モデリングが誘発され機能低下が進行する群である。その機能低下を抑

制する為に、副腎皮質ホルモンあるいは免疫抑制剤を長期投与するケー

スかおり、そのために真菌感染症、ニューモシスティス肺炎、サイトメ

ガロウイルス感染症等を誘発することもある。

このように職業・環境アレルギー疾患では、診断・治療の中で多くの

問題が残されている。職業・環境アレルギー疾患の原因となる環境問題

を解決することが疾患の発症、重症化、慢性化、機能低下を防ぐことに

なるが、予防対策についてもデスカッションを発展させてみたい。
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職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

コンニャク喘息

土橋邦生爪　 中沢次夫2）、小林節雄2）

群馬大学医学部保健学科1） 群馬大学2）

シンポジウム　２

コンニャク喘息は、群馬県下仁田地域にて発見された日本における草

分け的かつ代表的職業性喘息である。この喘息は、群馬大学医学部第一

内科（現：病態制御内科学）の研究により発見・命名され、今日まで種々

の研究がなされてきた。本疾患は、コンニャク芋よりコンニャクの原料

である精粉を作る際、不要部分として生じる舞粉を吸入することにより

従業員が、舞粉に感作され発症する。以前は工場の舞粉に対する対策が

不十分であり、工場内は多量の舞粉が浮遊し、従業員はマスクなどの防

護対策もなく働いていたため、多数の患者が発生した。さらに、不要な

舞粉は、工場から屋外にそのまま排出され、工場周囲へも多量の舞粉が

飛散した。そのため工場周辺の住民からもコンニャク喘息患者が発生し、

環境問題としても重大な問題であった。本喘息は、ｌｇＥを介した典型

的Ｉ型アレルギー反応により発症する。減感作療法が、大変有効であっ

た。現在、工場などでの対策も十分おこなわれるようになり、1980

年代になるとほとんど発症がみられなくなった。今回は、コンヤク喘息

の特徴と歴史的推移につき発表する。
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職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

ラテックス、食物アレルギー

柴田瑠美子

国立病院機構　福岡病院小児科

シンポジウム　３

ラテックス（天然ゴム）に対するアレルギーは、致死的なアナフィラ

キシーショックを呈することがあり医療従事者の高感作率から、ゴム手

袋のパウダーフリー化などラテックス安全対策の認識は高くなっている。

一方、食物アレルギーは即時型アナフィラキシーの増加が指摘されてお

り、食物アレルギーの中でもフルーツによる口腔アレルギー症候群では

ラテックス抗原との交差抗原性を示し（ラテックス・フルーツ症候群）、

成人では花粉症の合併率も高く、特殊なタイプＨ食物アレルギーとして

感作抗原、病態が明らかにされている。

食物アレルギーは乳幼児に最も多く、卵、乳、小麦、魚介類、大豆、

ナッツ類が主なアレルゲンであるが、最近、小児でもフルーツによるア

レルギーが増加し、これらの小児ではラテックス感作率が高く、ラテッ

クス（とくに風船ゴム、歯科ラバーなど）によるアナフィラキシーを呈

することがある。中にはシックハウス症候群、化学物質過敏症様の症状

を示す小児例もある。ネットショップや百円ショップでのラテックス製

品販売の急増による子どもへのラテックス感作が懸念されており、ラテ

ックスアレルギーへの注意が必要である。花粉症も低年齢化しているが、

小児のラテックス・フルーツアレルギーでは幼児でもスギ花粉の感作率

は100 ％を示している。

ここでは、ラテックス、食物アレルギーの現状と問題点について述べ

たい。
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職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

シンポジウム　４

アレルギーの細胞内情報伝達機構とその制御

福山　聡1.2)、井上博雅1)、松元幸一郎1)、吉村昭彦2)、中西洋一1)

1)九州大学胸部疾患研究施設、2)生体防御医学研究所

【 目的 】Sｕppｒｅｓｓｏｒ ｏｆ ｃytｏｋｉｎｅ ｓignaling (SOCS) は サイ トカ イ ン シ グ

ナ ル の 負 の 制御 因 子 で あ り 、 喘 息 患 者 の 末 梢 血 Ｔ細 胞SOCS3 mRNA 発 現 が

上 昇 し て い る こ と、 肺 特 異 的 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ クマ ウス に お い て 気 道 過

敏 性 が先 進 し て い る こ と が 報 告 され て い る。 今 回 、Cｒｅ几ｏｘP シ ステ ム を

用 い た コ ン デ ィ シ ョ ナ ル ノ ッ クア ウ トマ ウ ス(SOCS3 びf/M ｘ-Cｒｅマ ウ ス)

を 作成 し 、SOCS3 の 気 道 過 敏 性 ・気 道 炎 症 にお け る 役 割 を 検 討 し た 。

【方 法 】卵 白 ア ルブ ミン(OVA) に よ る感 作･ 曝 露 後 の喘 息モ デ ル を 用い て 、

気 道 過 敏 性 ・BALF 中 サ イ トカ イ ン の測 定 を行 っ た。ま た 、牌 臓CD4T 細 胞

か ら の サ イ トカ イ ン 産 生 お よ び骨 髄 よ り 分 離 培 養 し た 好 酸 球 ・ 肥 満 細 胞

の 増 殖 能 ・機 能 変 化 も検 討 し た。

【結 果 と 考 察 】 喘 息 モ デ ル に お い て 、KO マ ウス で は 、 気 道 過 敏 性 ・BALF

中 の 好 酸 球 増 多 ・Th2 サ イ トカ イ ン 濃 度 とも に 抑 制 され てい た。ま た 、牌

臓CD4 陽 性 Ｔ ｃｅＨ を ａｎti-CD3 ，CD28 Ab でTCR 刺 激 し た 際 のIL-4 産 生

はKO マ ウ スで 低 下 し て い た 。 し かし 、 マ ウス骨 髄 由 来 肥 満 細 胞 、好 酸 球

の 機 能 に 差 は認 め ら れ な かっ た。

【ま と め 】SOCS3 欠 損 に よ りTh2 サイ トカ イ ン の 産 生 低 下 に よ り気 道 過 敏

性 が抑 制 され た と 考 え ら れ 、 今 後 、 喘 息 治 療 の タ ー ゲ ッ ト と な り うる こ

と が示 唆 さ れ た 。
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一　般　講　演

セッション１
座長 近畿大学医学部　中島重徳

セッション２
座長 東海花粉症研究所 宇佐神 篤
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人工爪に

職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

一般演題　1-1

よるアレルギー性接触皮膚炎の１例

○皆本景子1)、原田幸－2)、大森昭子1)、魏長年1)、上田厚I)

1)熊本大学大学院医学薬学研究部環境保健医学分野

２)熊本大学医学部保健学科

【 症 例 】35 歳 女 性 。 １ 年 前 よ り 趣 味 で 人 工 爪 を 使 用 し て い た 。 始 め て ３

ヶ 月 後 頃 よ り 、 人 工 爪 で 指 先 が 蝉 く な る の に 気 づ き 、 初 診 １ ヶ 月 前 か ら

は 、 爪 周 囲 に 発 赤 、 水 庖 、 爪 甲 剥 離 、 爪 甲 下 に も 水 庖 を 認 め 、 激 し い 蝉

み を 自 覚 し た の で 、 皮 膚 科 を 受 診 し た 。 患 者 が 持 参 し た プ ラ イ マ ー 、 ア

ク リ ル モ ノ マ ー 、 パ ウ ダ ー 、 リ ム ー バ ー と 日 本 接 触 皮 膚 炎 学 会 ス タ ン ダ

ー ド 、ア ク リ ル ６ 種(T ｒolab) お よ び プ ラ ス チ ッ ク シ リ ー ズ １ ２ 種(T ｒolab ，

Ｃｈｅｍｏtｅｃｈｎｉｑｕｅ Ｃｏ. )で パ ッ チ テ ス ト を 行 っ た と こ ろ 、プ ラ イ マ ー5% ｐｅt.

ア ク リ ル モ ノ マ ー2 及 び1%pet. リ ム ー バ ー5% ｐｅt.　 ｅthylene gly ｃｏｌ

ｄｉｍｅtｈａｃｒｙlat ｅ(EGDMA)2% ｐｅt.2-hyd ｒｏｘy ｍｅtｈａｃｒｙlat ｅ(2-HEMA)1%pet 。

Fｒagｒａｎｃｅ ｍｉｘ 8% に 陽 性 を 示 し た 。 ス テ ロ イ ド ロ ー シ ョ ン の 外 用 で 皮 疹

は 治 癒 し た が 、 指 先 の し び れ が 治 癒 後 １ ヶ 月 ほ ど 持 続 し た 。 そ の 後 、 友

人 に 人 工 爪 を 作 る と や は り 人 工 爪 材 料 に 接 触 し た 指 に 皮 膚 炎 が 出 現 す る 。

【考察】EGDMA、2-HEMA に陽性を示したことより患者がアクリルに感作

されており、感作物質は、アクリルモノマーに90 ％含まれるエチルメク

クリレートおよびプライマーにそれぞれ９％と１％含まれるジメタクリ

ル酸グリセロールとピロメリト酸二無水物の反応生成物（PMGDM）、グリ

セリンジメタクリレート３種が考えられる。人工爪によるアレルギー性

接触皮膚炎の報告は、欧米では珍しくないが、本邦では少ない。感作物

質の確認には、再度パッチテストが必要である。
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職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

一般演題　1-2

食餌依存アスピリン誘発アナフィラキシーと思われる１例

○渡湛直人２）1）、牧野荘平３）、福田　健1）

1 ）褐協医科大学呼吸器・アレルギー内科

２）聖マリアンナ医科大学　呼吸器・感染症内科

３）東京アレルギー疾患研究所

症例は、48 歳男性。現病歴として、ラーメン、ギョーザを食べた２時間半

後にプラバスタチン（メバロチン ）゙10mg とケロリン ゛1包（サリチル酸600mg ）

を服用し、その１時間後に全身に掻蝉を伴う葦麻疹出現し、近医受診した。約

１ 分間の意識消失を認めたが、ステロイド薬、抗ヒスタミン薬の投与により軽

快した。

既往歴に、フライ物の食後にケロリンを服用し、同様に尊麻疹出現したこと

が４回程あり、今回原因精査のため入院となった。

入院時所見では、WBC 6600 （Eo 2.旅）､CH50 47U/ML,lgE 3431U/m1 で、RAST

では、小麦、ライ麦がｄａｓｓ2と陽 既であった。

入院中に経口負荷試験を行い、アスピリン1g 以上と菓子パン（添加物含む）

との組み合わせで全身に葦麻疹が出現した。負荷前後の血中ヒスタミン、ロイ

コトリエンＤ値には差がなかった。

また、同様にメバロチン 、゙セデスG“、塩酸チアラミド（ソランタール“）と

菓子パンの組み合わせでは変化は認めず、種々のサリチル酸系薬剤単独および

菓子パン単独負荷、さらに食パン（添加物含まない）とサリチル酸系薬剤との

組み合わせでも変化は認められなかった。

以上より、添加物（着色料、保存料など）を含む小麦粉食品に一定量（1g）

以上のサリチル酸系薬剤が関与することにより、アナフィラキシー症状が出現

したと考えられた。
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当センターに

職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

一般演題　1-3

おける免疫学的血清診断法（沈降抗体反応）に

よる過敏性肺臓炎121 症例の原因抗原に関する検討

○押方智也子、釣木渾尚実、賓藤明美、粒来崇博、谷本英則、福冨友馬、

小野恵美子、関谷潔史、大友守、前田裕二、森晶夫、長谷川員紀、谷

口正実、安枝浩、秋山一男

国立病院機構相模原病院 臨床研究センター

【目 的 】 沈 降 抗 体 反 応 はlgG を反 映 す る免 疫 学 的 血 清 診 断 法 の 一 つ で あ

り 、呼 吸 器 疾 患 の原 因 抗原 を 間接 的 に 検 出 す る 重 要 な 検 査 の 一 つ で あ る。

今 回 、 過 敏 性 肺 臓 炎（HP ）にお け る原 因 抗 原 の 特徴 に つ い て 検討 し た。

【方 法 】1999 年 か ら2006 年 まで に 当 セ ン ター で 施 行 し たHP 121 症 例（他

院 依 頼 症 例 含 む ）の 血 清 にお い て20 種 類 の 抗原 に 対 す る 寒 天 ゲル 内 二 重

拡 散 法 に よ る 沈 降 反 応 を 行 い 、 患 者 背 景 因 子 、 抗 原 種 類 に つ い て 検 討 し

た。

【 結 果 と 考 察 】 Ｔｒjc力ｏｓｐｏｒｏｎ　ａｓa71j ま た は Ｔ．ｃｕｔａｎｅｕｍ（ かy 群 ）、

ﾉ1ｓｐｅｒｇｊＨ ｕｓ属 （j 砂 群 ）、放 線 菌 （Act 群 ）に 対 す る 沈 降 線 検 出 の 陽性 率

は 、 そ れ ぞ れ28.6% 、29.4% 、33.9% で あ っ た。 HP 発 症 年 齢 分布 は60 歳 代

が24.8% と 最 多 で あ り、 そ の 中で 斤y 群 、ﾉ１Ｓｐ 群 、Act 群 に 対 す る 沈 降 線

検 出 陽 性 率 は 、順 に33.3% 、40バ）%、23.3% で あ っ た。HP 発 症 月 を み る と7 、

8 月 発 症 例 が多 く 全 体 の28.9% を 占 め 、Ｔｒj 群 、j 砂 群 、Act 群 に 対 す る沈

降 線 検 出 陽性 率 は 、各 々36.3% 、48.5% 、21.2% で あ っ た。 沈 降 抗 体 検 出 項

目数 を 検 討 す る と、 陽 性 抗 原 数 が ５ 項 目以 下 の 症 例 に お け る 前 述 の ３ 群

の 陽 性 率 は 、21.7% 、63.8% 、26.1% とｊ印 群 の陽 性 率 が 有 意 に 高 く（p<0.01 ）、

6 項 目以 上 （最 大11 項 目） の複 数 抗 原 に 沈 降 抗 体 を 認 め た 症 例 に お い て

は7 ｙj’群 、ytＳｐ 群 、Act 群 の 陽 性 率 は そ れ ぞ れ90.0% 、76.7 ％ 、76.7% で あ

り 、 かy 群 の 陽 性 率 が有 意 に 高 かっ た （p<0.01 ）。

【ま とめ 】HP 患 者 にお い て は多 種 の 真 菌 に 対 す る 沈 降 抗 体 が検 出 さ れ 、

をy 群 以 外 の 真 菌 の 関 与 も 十 分 に 考 慮 す る必 要 が あ る。 ま た 、HP 発 症 に

は 宿 主 の 免 疫 応 答 の反 応 性 の相 違 の 他 に 、 真 菌 別 に 抗 原 感 作 の メ カ ニ ズ

ム が 異 な る こ と が推 測 さ れ る。
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職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

一般演題　1- ４

大学施設を対象とした化学物質による室内空気汚染の対策

に関する研究一耐震改修工事前後における健康影響調査

○原田 幸一1)、上田 厚2)、魏 長年3)、野口 ゆかり4)、長谷川 麻子5)

1)熊本大学医学部保健学科、2)熊本大学大学院医学薬学研究部、3)熊本大学

政策創造研究センター、4)九州大学医学部保健学科、5)熊本大学大学院自

然科学研究科

【目的】耐震改修工事を行う大学施設を対象として、1) 建材から放散さ

れる化学物質の解明、2) 室内濃度の予測、3) 在室者に対する定期的な

アンケート調査を実施し、竣工直後の短期高濃度暴露およびその後の長

期低量暴露による健康影響の有無を観察、室内化学物質濃度の低減対策

を実施し効果の検証を行っている。本報では、改修工事前後における結

果を報告する。

【方法】改修工事が行われる校舎および工事が行われない校舎の ２棟に

勤務する教職員をそれぞれ介入群および対照群とし、施工開始前の夏季

および冬季に、在室者の通風･換気および冷暖房機器の使用状況や生活習

慣による暴露が明確になるように作成したアンケートと、一般にシック

ハウス症候群の診断に用いられているQEESI 問診票による調査を行った。

【結果と考察】下表に、改修工事前および後の夏季に実施した調査結果

から、化学物質暴露反応について点数の高かった上位 ３項目の平均値

(ａｖｅ)および標準偏差(S.D.) を示す。全体的に施工前よりも化学物質由来

の臭気に対する点数が高くなっており、対照群において顕著である。こ

れは、対照群の回答者が前回よりも減少したため、化学物質の空気汚染

に対する関心が高い教職員の比率が高まった可能性かおり、また改修工

事後の校舎への入居を半年後に控えて精神的により敏感になっていたこ

とが要因として推察される。

表 化学物質に対する暴露反応の変化

2005 年夏＜施工前＞ 2006 年夏＜Ｉ期工事後＞

全体 介入群 対照群 全体 介入群 対照群

ａｖｅ SD ａｖｅ SD ａｖｅ ＳＤ ａｖｅ ＳＤ ａｖｅ SD ａｖｅ SD

ペンキ･シンナー 3.7 2.6 3.5 2.9 4.3 2.0 5.3 2.3 5.0 2.3 6.4 2.2

殺虫除草剤 3.5 2.5 3.3 2.6 4.0 2.1 4.9 2.5 4.8 2.6 5.6 2.3

ガソリン 3.1 2.4 2.8 2.6 3.8 1.8 4.6 2.4 4.5 2.4 5.2 2.9
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職業・環境アレルギー誌　15（1）2007

一般演題　2-1

珪肺症例末梢血CD4 ＋25＋分画におけるFaｓ分子発現

林宏明1)，前田恵1)，村上周子1)，西村泰光1)，草加勝康2)，

０大槻剛巳1)

1)川崎医科大学衛生学，2) 草加病院

【目的】環境起因性アレルギーの解析ではないが，環境中物質によって

免疫機能，中でも自己寛容の変調を来たす例として，我々は珪肺症例に

合併する自己免疫異常の病態解析を行っている。昨年の本学会において，

レヴューとして 「環境免疫学～話題の病態の背景に迫る‥･ アスベ スト

（珪酸塩）と珪酸 の免 疫影響の比較から‥･ 」と題 して報告を したが，今回

は珪 酸曝露による前自己免疫状態である珪肺症例での，CD4 ゛25゙制御性 Ｔ

細胞分画 に関するアポトーシス誘導受容体Fa ｓ 分子（CD95 ）の発現 につ い

て紹介す る。

【方 法】耐火煉瓦工場（岡山県備前市）従業員XX 例 （平均年齢XX 土XX

歳）。 全例じん肺法に基づいた診断 を受けている。 CPD 加 末梢血 より単核

球を分離後，CD4，CD25 ，CD95 及び核 内Fo ｘP3 を同時 に染色しフ ロー サイ

トメトリーにて観察した。

【結果と考察】健常人においても,CD4 ゛25゙分画 はCD4 ゛25一分画 に比し 膜Fa ｓ

の高発現を示したが，CDｔ25 分゙画のFa ｓ 発現を健 常人 のそ れと比較 する

と有意に珪肺症例で高発現の度合い が高かった。昨年度の報告でも珪肺

症例分画には，珪酸暴露に伴引 曼性活性化 Ｔ 細胞が同分画に侵入し，

FoｘP3＋制御性 Ｔ 細胞 と置 き換 わり， 分画の制御機能の減衰をもたらして

いることを紹介したが，一因として珪肺症例の制御性 Ｔ 細胞では，Faｓ

発現 が高く容 易に アポ トーシ スに至ることが関与している可能性が示唆

された。

【まとめ】従来，我々は珪肺症例末梢 Ｔ細胞におけるFa ｓ分子 の異常 と

して，可溶性Fa ｓ の遺伝子 ・蛋 白レベル で の高発現と，Ｔ 細胞全体で膜

Faｓ低発現分 画が多 く存在す るこ との重要性を検討してきたが, 今回 の報

告を合 わせ， 自己寛容 の破綻に関連する制御性 Ｔ 細胞の機能異常に至る

までの同分画 Ｔ 細胞の細胞死誘導に関与する因子の解析を進めて行きだ

しｙ
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職業・環境アレルギー誌　15(Ｄ 2007

一般演題　2-2

スギ花粉アレルゲン Ｃryj1 およびJｕｎ ａ１ に結合する

糖タンパク質糖鎖の構造特性と免疫活性

○前田　恵I)，岡野　光博2)，木村　吉伸3)，大槻　剛巳I)

1)川崎医科大学衛生学，2)岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

3)岡山大学大学院自然科学研究科

【 目的 】花 粉 症 の 原 因 物 質 ， 花 粉 ア レ ル ゲ ン は そ の殆 ど が 糖 タ ン パ ク質

で あ り ， ほ 乳 類 に は 存 在 し な いβ1-2 キ シ ロ ー ス とa1-3 フ コ ー ス を 有 す る

植 物抗 原 性A/ －グ リ カ ン が 結 合 す る場 合 が 多 い。本 研 究 で は抗 原 性 Ａ仙グ リ

カ ン の 花 粉 症 発 症 へ の 関 与 を 解 明 す るた め ， 代 表 的 な ス ギ花 粉 ア レ ル ゲ

ン Ｃryjl とJ ｕｎ ａｌ に 結 合 す る Λ乙グ リカ ン の 構 造 解 析 ，抗 原 性 Ｘ－グ リカ ン

とlgE の 結 合性 お よび Λ乙グ リカ ン の免 疫 活 性 測 定 を 行 っ た。【方 法 】ス ギ

花 粉 ア レ ル ゲ ン Ｃryjl ， Jｕｎ ａｌ か らヒ ド ラ ジ ン 分 解 に よっ て糖 鎖 を 切 り 出

し ，Ｎ－ア セ チ ル 化 後 ，ピ リジ ル ア ミ ノ化 に よ っ て 蛍 光 標 識(PA) 糖 鎖 を 調 製

し た。 ＨＰＬＣ に よ り糖 鎖 を精 製 後 ，糖 鎖 構 造 を ２ 次 元糖 鎖マ ップ ，ES-MS

分 析 ，MS/MS 分 析 及 び グ リ コ シ ダー ゼ 消化 に よ っ て 解 析 し た。 花 粉 ア レ

ル ゲ ン糖 鎖 とlgE との 結 合 は ，遊 離 型 糖 鎖 を用 い た 阻 害 ＥＬＩＳＡ 法 に よ り

検 定 し た 。 さ ら に ， 植 物 抗 原 性 糖 鎖 の 細 胞 性 免 疫 調 節 活 性 につ い て は ，

花 粉 症 患 者 由 来Th2 細 胞 を Ｃryj 1 で 刺 激 す る 際 に 植 物 抗 原 性 糖 鎖 を添 加

す る こ とに よっ て 変 動 す る サ イ トカ イ ン 産 生 を指 標 に 測 定 し た。【結 果 ・

考 察 】 花 粉 ア レ ル ゲ ン Ｃry j l ，J ｕｎ ａｌ に は Ｌｅｗis ａ エ ピ ト ー プ

(Ｇａｌβ1-3(Fｕｃ(ｚ1-4)ＧｌｃＮＡｃβ1)を 有 す る 植 物 複 合 型 糖 鎖 が 結 合 し て い る こ

とを 初 めて 明 ら か に し た。1) ま た遊 離 型 抗 原 性 糖 鎖 は ，ア レ ル ゲ ン とlgE

との 結 合 を 特 異 的 に阻 害 し な かっ た た め， 糖 鎖 の み で は 有 効 なlgE エ ピ

トー プ に は 成 り 得 ない こ と が示 され た。 一 方 ， 植 物 抗 原 性 糖 鎖 は ス ギ花

粉 症 患 者Th2 細 胞 のIL-4 産 生 を 有 意 に 抑 制 す る こ とを 見 出 し ， 植 物 抗 原

性 糖 鎖 が 花 粉 症 の有 効 な 治 療 薬 とな る 可 能 性 が示 唆 さ れ た。2)

1)Ｍａｅｄａ､Ｍ.，ｅt al.頂ｏｇり 知 敞面7Q/.Z?政血棚,69,1700-1705(2005)

2)Ｏｋａｎｏ Ｍ･，ｅt al. Clin.ＥｘＰ.ＡＨｅｒｇｙ,３４√710-ﾌﾌ8(2004)
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一般演題　2-3

アトピー性皮膚炎に罹患している兄弟患児の

食物と室内抗原に対するアレルギー反応の相違

○辻　真弓1)、郡山　千早2)、加藤　貴彦1)、秋葉　澄伯2)

1)熊本大学大学院医学薬学研究部公衆衛生・医療科学分野

2)鹿児島大学大学院医歯学総合研究科疫学・予防医学分野

【目的】アトピー性皮膚炎に罹患している兄弟患児の食物(卵、牛乳、大豆、

小麦) と室内抗原( ハ ウスダスト、ダエ) に対する兄弟間のアレルギー反応

の相違を比較検討する。

【方法】対象はアトピー性皮膚炎に罹患している兄弟（2 人兄弟に限定）

で、2004年４月以降、熊本県内の皮膚科専門クリニックを受診している218

組（436 人）の兄弟のうち、2006 年６月～7 月の間に同クリニックを受診

した10 歳未満の兄弟168 組（336 人）である。患児の保護者に、外来にて自

記式質問票による調査を行った。質問票では患児の性、年齢、出生時体重、

両親の喫煙習慣、母親の飲酒習慣などについて質問した。また初診時に測

定されたRAST の結果を解析に使用した。

【結果と考察】食物に対するアレルギー反応は、卵以外のすべてのアレル

ゲンにおいて兄弟間で有意な相関がみられたが、室内抗原に対するアレル

ギー反応は、兄弟間で相関がみられなかった。年齢との関連性については、

ハウスダストは年齢が高いほど、特に第２子で有意にRAST 陽性であった

(P foｒ tｒｅｎｄ＝0.001)。性差につい ては、卵は第１子男児で有意な関連性が

みられた(オッズ比　2.08　95% 信頼区間1.09-4.00) 。一方、ハウスダスト

では第２子男児に有意な関連性がみられた( オッズ比6.22　95 ％信頼区間

1.66－23.3) 。

【まとめ】食物に対するアレルギー反応と比べ、室内抗原に対するアレル

ギー反応は遺伝要因より環境要因が強く関与する可能性が示唆された。
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職業・環境アレルギー誌　15(Ｄ 2007

一般演題　2･4

大 気 ｍｉｃｒｏ Ｐａｒtｉｄｅ'lnd ｕｃｅｄ Ｘ‘ｒａｙ Ｅ ｍｉｓｓｉｏｎ に よ る ア ス

ペスト肺に含まれるアスベスト金属の解析

○松崎晋一1)、清水泰生1)、土橋邦生2)、草壁孝彦3)、長嶺竹明3)、

及川将一4)、神谷富裕5)、佐藤隆博5)、芳賀潤二5)、大久保猛5)、

石井保行5)、荒川和夫5)、森昌朋1)

1)群馬大学医学部　病態制御内科、呼吸器アレルギー､2)群馬大

学医学部保健学科、3)群馬大学医学部保健学科、２１世紀ＣＯＥ

プログラム､4)群馬大学２１世紀ＣＯＥプログラム、日本原子力

研究開発機構､5) 日本原子力研究開発機構

【 目 的 】 大 気 ｍｉｃｒｏ Ｐａｒticle-lnd ｕｃｅｄ χ-ｒａy Emi ｓｓｉｏｎ （ 大 気

ｍｉｃｒoPIXE ） は 、 大 気 中 で イ オ ン ビ ー ム を 用 い て 、Mg か ら ウ ラ ン

ま で の 微 量 元 素 を 同 時 に 高 感 度 で 分 析 で き る 方 法 で あ る 。 ア ス ベ

ス ト 吸 入 は 肺 に 炎 症 を 惹 起 し 、 肺 線 維 症 や 肺 癌 発 症 と 関 係 か お る

と い わ れ て い る 。　　こ の ア ス ベ ス ト の 肺 内 に お け る 局 在 と ア ス ベ

ス ト 組 成 を 大 気 ｍｉｃｒoPIXE を 用 い て 解 析 す る こ と を 試 み た 。

【 方 法 】 肺 癌 を 発 症 し 手 術 を 施 行 し た 、 ア ス ベ ス ト 粉 塵 吸 入 歴 の

あ る 患 者 の 手 術 肺 に 大 気 ｍｉｃｒoPIXE を 照 射 し 肺 組 織 に 含 ま れ る 元

素 を ２ 次 元 的 に 解 析 し た 。

【 結 果 と 考 察 】 ア ス ベ ス ト 粉 塵 吸 入 肺 組 織 中 に Ｓ ｉ や Ｍ ｇ 及 び そ

れ ら が 混 ざ っ た ア ス ベ ス ト 小 体 が ２ 次 元 的 に 検 出 で き た 。

【 ま と め 】大気 マ イ クロ ＰＩＸＥ に よる観 察 で、アスベ スト の種 類や 、組 織

内 で の 存在 部位 を 明 ら かに で き る可能 性 が示 唆 され た。
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日本職業・環境アレルギー学会の歴史

年　　 度

職業アレルギー研究会

会　　長

1970( 昭和45年)

1971( 昭和46年)

1972( 昭和47年)

1973( 昭和48年)

1974( 昭和49年)

1975( 昭和50年)

1976( 昭和51年)

1977( 昭和52年)

1978( 昭和53 年)

1979( 昭和54年)

1980( 昭和55年)

1981( 昭和56年)

1982( 昭和57年)

1983( 昭和58年)

1984( 昭和59年)

1985( 昭和60年)

1986( 昭和61年)

1987( 昭和62年)

1988( 昭和63年)

1989( 平成 元年)

1990( 平成2 年)

1991( 平成3 年)

1992( 平成4 年)

七条小次郎

光井庄太郎

宮地　一馬

西本　幸男

石崎　　達

奥田　　稔

小林　節雄

塩田　憲三

長野　　準

島　　正吾

赤坂喜三郎

信太　隆夫

中村　　晋

中島　重徳

宮本　昭正

城　　智彦

牧野　荘平

中川　俊二

笛木　隆三

可部順三郎

石川　　哺

佐竹　辰夫

木村　郁郎
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開催地

群馬県水上町

盛岡市

三重県賢島

広島市

栃木県藤原町

和歌山市

群馬県草津町

宝塚市

長崎市

犬山市

福島市

箱根市

別府市

奈良市

東京都

広島市

栃木県塩谷郡塩原町

神戸市

群馬県水上町

東京都

熊本県阿蘇町

浜松市

岡山市
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回　数
一

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

回　 数
一

第33回

第34回

第35回

第36回

第37回

第38回

第39回

日 本職業 アレ ルギー学会

年　　度

1993( 平成 ５年)

1994( 平成６年)

1995( 平成 ７年)

1996( 平成8 年)

1997(平成9 年)

1998( 平成10年)

1999( 平成11年)

2000( 平成12 年)

2001( 平成13 年)

会　　 長

中渾　次夫

末次　　勤

伊藤　幸治

森本　兼嚢

松下　敏夫

早川　律子

泉　　孝英

政野　健次

宇佐神　篤

開催地
一

前橋市

名古屋市

東京都

吹田市

鹿児島市

名古屋市

京都市

東京都

浜松市

日本職業・環境アレルギー学会

年　　度

2002( 平成14年)

2003( 平成15年)

2004( 平成16年)

2005(平成17年)

2006( 平成18年)

2007( 平成19年)

2008( 平成20年)

会　　長
一

池渾　善郎

福田　　健

日下　幸則

高木　健三

浅井　貞宏

上田　　厚

須甲　松伸

26－

開催地
一

横浜市

宇都宮市

福井市

名古屋市

佐世保市

熊本市

東京都(予定)
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１次回ご案内■

第３９回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会開催予定

テーマ：アレルギーと脳科学の接点

会　　期:2008 年（平成20年）7月18日（金）、19日（土）

会　　場：東京大学医学部鉄門記念講堂（東京大学構内）
〒113-0033　　東京都文京区本郷7-3-1

会　　長：須甲　松伸（東京芸術大学保健管理センター教授）

連 絡 先: 〒110-8714　　東京都台東区上野公園12-8

東京芸術大学保健管理センター

須甲　松伸（会長）

TEL050-5525-2456　　　　FAX050-5525-2534

★日本職業・環境アレルギー学会事務局★

群馬大学医学部保健学科内

〒371-8514　前橋市昭和町3-39-15

TEL ＆FAX 027-220-8944

－27 －
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■　謝　辞　■

第38回日本職業・環境アレルギー学会開催にあたり、熊本県
医師会の後援をいただきました。厚く御礼申し上げます。

第38回日本職業・環境アレルギー学会開催にあたり、下記
の企業からご支援を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。

学会長

帥熊本国際観光コンベンション協会

キョーリン製薬株式会社

グラクソ・スミスクライン株式会社

ブリストル・マイヤーズ株式会社

(平成１９年６月２９日現在　50音順)
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上田　厚
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編集

発行

印 刷

第38回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

学会長　上田　厚　　　　事務局長　魏　長年

第38回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会事務局

〒860-8556　　熊本市本荘１－１－１
熊本大学大学院医学薬学研究部　環境保健医学分野

TEL 096-373-5106　　FAX 096-373-5108

株式会社かもめ印刷

〒862-0970　　熊本市渡鹿５丁目8 －4

TEL 096一364-0891　　　FAX 096-364-0893
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